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甲府市上九の湯ふれあいセンター指定管理者の業務等に関する仕様書 

 

１．趣旨 

  本仕様書は、甲府市上九の湯ふれあいセンター（以下「上九の湯」という。）の指

定管理者が行う業務の内容及び履行方法等について定めることを目的とする。 

 

２．施設等 

(1) 上九の湯は、市民に憩いの場を提供し、市民の健康と福祉の増進に寄与するため

の施設として管理運営する。 

(2) 施設長を上九の湯に１名配置すること。 

(3) また、業務運営を適切に行うために、施設長の外に必要な職員を５名以上配置す

ること。その他施設の概要は、別表１のとおりとする。 

 

３．開館時間 

  開館時間は、午前８時３０分から午後９時３０分までとする。ただし、温泉施設の

利用時間は、午前１０時から午後８時まで、その他の施設の利用時間は午前９時から

午後９時までとする。 

 

４．休館日 

 (1) 木曜日（その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定す

る休日に当たる場合は、その前日） 

(2) １２月２６日から同月３１日まで 

 

５．指定期間 

  令和９年４月１日から令和１２年３月３１日までとする。 

 

６．法令等の遵守 

施設の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令等を遵守しなけれ

ばならない。 

(1) 地方自治法 

(2) 甲府市上九の湯ふれあいセンター条例及び甲府市上九の湯ふれあいセンター条 

例施行規則 

(3) 甲府市物品管理規則 

(4) 甲府市個人情報保護条例 

(5) 甲府市情報公開条例 

(6) 甲府市行政手続条例 

(7) 甲府市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例及び同施行規則 

(8) 公衆浴場における衛生管理要領等の改正について（平成 15 年厚生労働省健康 

局長通知） 

(9) レジオネラ症を予防するために必要な措置に関する技術上の指針について（平 

成１５年厚生労働省告示第２６４号） 

(10) その他関係法令等 

別紙１ 
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７．業務内容 

(1)施設、設備、備品等の維持管理について 

① 別表１に掲げる施設、設備に関する維持管理及び運営業務を行うこと。ただし、

保守点検等に関する業務については、甲府市の承諾の上第三者に再委託できるも

のとする。 

② 備品等の維持管理に関すること。 

(2)施設の利用許可に関すること。 

① 個人利用者の受付に関すること。 

②  団体利用許可申請書等の受付・利用許可書等の発行業務に関すること。 

(3)送迎に関すること。 

①  送迎用バス等を運行すること。 

②  法令に定められた点検、整備、修理等を行うとともに安全運転に努めること。 

③  事故が発生した場合には、直ちに甲府市に報告すること。 

④  指定管理者は、送迎用バス等を用意すること。 

⑤  指定管理者は、自賠責保険及び任意保険に加入すること。 

⑥  保険費用、車検費用、点検整備費、自動車器具の購入費、修理費、公課費（重 

⑦  量税）、燃料費等の経費については、指定管理者が負担すること。 

(4)指定管理者の事業の実施に関すること。 

① 市民の健康と福祉の増進に寄与すること。 

② 施設の衛生管理に関すること。 

③ 適切な会計・経理処理を行うこと。 

④ 職員を研修会へ参加させるなど資質の向上を図ること。 

⑤ 事業の実施にあたっては法令等に基づく施設及び人員等の基準を遵守するこ 

と。 

⑥ プールの安全対策については、監視員を置くなど、万全の対策を講ずること。 

⑦ 緊急時対策、防犯・防災対策、事故防止、苦情対応についてマニュアルを作 

成するなど十分な対応をすること。 

⑧ 個人情報の保護及び守秘義務等について、職員に周知・徹底を図ること。 

⑨ 事故、火災等による施設の損傷及び被災者に対する責任は、事案ごとの原因 

により判断するが、第一次的責任は指定管理者が負うものとする。また、被害 

が最小限となるよう迅速かつ最善の対応を行うとともに、その内容等について 

直ちに甲府市に報告しなければならない。なお、レジオネラ対策などで施設及 

び利用者の賠償責任保険・補償保険については、指定管理者が加入するものと 

する。（但し、施設の損害保険は除く。） 

⑩ 関係機関への各種手続き及び対応等並びに他の施設等との連携を行うこと。 

⑪ 施設内のゴミ等の処理については、指定管理者の責任において行うこと。 

⑫ 甲府市が必要と認めた事業については、施設の維持管理及び運営上支障が生 

じないよう調整し、協力等行うこと。 

⑬ その他事業を実施するうえで必要と認められること。 

 (5) 自主事業に関すること 

    指定管理業務以外に、指定管理業務の実施を妨げない範囲において、自らの責 
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任と負担により自主事業を行うことができるものとする。 

なお、自主事業を実施する場合は、甲府市に自主事業計画書を提出し、あらか 

じめ甲府市の承認を得るものとする。 

(6) 事業の計画及び報告に関すること 

① 事業計画書は、その年度における年度協定を締結する日までに提出すること。 

②  管理業務の実施状況、施設の使用及び各事業の毎月の利用者、利用状況、徴

収すべき利用料金等を甲府市が指定する日（休日等の場合はその翌日）までに

報告すること。 

③  自主事業及び管理経費等の収支状況を毎月報告すること。 

④  会計年度終了後、事業報告書及び収支決算報告書を提出すること。 

⑤  業務日報を作成し、管理業務の実施状況を記録すること。 

⑥  その他、甲府市が指示する事項については随時報告すること。 

(7) 文書等の管理・保存に関すること 

   指定管理者は、指定管理期間において作成した指定管理業務に係る文書、資料、 

報告書等又は受領した文書等（電子媒体を含む）を適正に管理、保存するもの 

とし、文書等の保存期間及び指定管理期間終了後の文書等の帰属については、甲 

府市と協議すものとする。 

 

８．物品の帰属等 

(1)  施設等損傷への対応の実施により生じた財産のほか、指定管理者が新たに設置

する設備等は、甲府市の所有に属するものとする。 

(2)  甲府市が指定管理者に対して指定管理料により物品を購入させるときは、購入

後の物品は、甲府市の所有に属するものとする。 

(3)  指定管理者は、甲府市の所有に属する物品について「甲府市物品管理規則」及

び関係例規の管理の原則及び分類に基づいて管理するものとする。 

(4)  指定管理者は、備品台帳を備えてその保管に係る物品を整理し、購入及び廃棄

等の異動について甲府市に報告するものとする。 

(5)  指定管理者は、業務において使用する甲府市の所有に属する物品について「甲

府市物品管理規則」に基づく現在高の調査を行い、同規則に定められた様式によ

り報告するものとする。（重要物品も同様）  

 

９．法的選任関係等 

  施設や設備の適正な保守及び管理を行うために必要な資格として、次に掲げる資格 

等を有する者を配置すること。 

(1) 甲種防火管理者 

(2) 甲種又は乙種危険物取扱者 

(3) その他、必要な資格等 

 

10. その他 

 本業務の実施に関し必要がある場合は、甲府市と指定管理者で随時協議し決定する 

こととする。 
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（別表１） 

 

施設の概要 

名 称 

場 所 
施設の規模 施 設 内 容 管理業務・保守点検等 

甲府市上

九の湯ふ

れあいセ

ンター 

 

 

甲府市 

古関町 

1174 

番地 

⑴敷地面積 

  3916.41 ㎡ 

⑵建物構造 

 鉄筋コンクリート造 

  ２階建 

⑶建物延床面積 

  1968.47 ㎡ 

⑷開館 

 平成９年７月１８日 

 

 

温泉施設 

大浴場、露天風

呂、うたせ湯、水

風呂、サウナ、プ

ール、ジャグジ

ー、休養室、 

その他 

温泉スタンド、会

議室、多目的室、

栄養実習室、 

 旧デイサービス 

センター（厨房、 

浴室、食堂等含 

む） 

 

 

清掃（館内及び敷地）  

警備及び消防用設備保守・点検 

煤煙測定 

空調機保守・点検 

ボイラー保守・点検 

井戸水消毒装置検査 

浴槽水水質検査 

プール水水質検査 

浴槽・プール残留塩素測定 

高温貯棟槽検査・清掃 

温泉機械制御ｼｽﾃﾑ保守・点検・ 

管理 

地下タンク検査 

温泉水中ポンプ保守・点検 

地下タンク水中ポンプ管理 

温泉循環ポンプ管理 

循環濾過機検査・清掃 

温泉循環配管内検査・清掃 

昇降機保守・点検 

植栽管理 

 

その他施設管理保守点検に必要

な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


